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私は先史考古学を研究 しており、ここでは

アンコール・ワットのような石造 |_I築 とは大

きく異なる、狩猟採集民と、員を採っている

人々について紹介します。日本の組文時代や

弥生時代のころのことです.

南シナ海と大平洋が合流するバシー IBashil

海峡には、北部ルソン島最大の河川であるカ

ガヤン (cagayan)川 が注いでいます.カ ガヤ

ン川はルソン島北部山岳地帯の水を集めて北

済こするフイリピン屈オ旨のi可川で、洲こ域は広人

な沖積
'「
野をようするカガヤン渓谷を形成し

ています。この川の ド流域には、河日からさ

かのぼること45km地点までの両岸に大ノ|ヽの貝

塚群が分布しています (図 1)。

上智大学の青柳先生が 1970年代初頭に発見

されて以来、80年代後半から継続的に調査を

行つています。現在の調査地域は河口から20

～30kmに位置するラロ (1ッal lo)の 町域を中′亡ヽ

としたカガヤン川両岸の河岸段
「
Fと 沖積平野、

そして河岸から 10kmま での東岸丘陵地域で

す。

ちなみに、私は 1980年代の初めごろに、ラ

口から80kmほ ど吉の洞穴詳から出土した石器

群を分析 したことがあ i)ま す]そ こから出土

した石器には、切る、削るといった限定され

た機能しかなく、 日本で発見されている矢 じ
1)な どはありませんでした。竹などの各種の

植物性素材を削ったりしてさまざまな道具を

作製していたようです。考古遺物としてはか

ぎられたものしか出土しませんが、どのよう

に生活していたのでしょうか。

狩猟採集民とは

この洞穴遺跡から1日 ほど歩いた地域に、現

在でも狩猟採集民が住んでいます。そのブ、た

ちは石器こそ使っていませんが、彼らが生活

に必要なものをどのように獲得しているかを

実際に調べ、よい先入観を頭に植えつけてか

ら、過去を描きだすことに努めてきました。

これは民族考古学と呼ばれる分野ですこ人類

学者や民俗学者は考古学に役立つ調査はあま

り行いません。そこで、考言学者の目から今

日の民族を観察しました
=

狩猟採集民といっても、狩負と採集だけで

生きている人々は1ま とメレど存在しません。農

耕も知っていれば、なんでもしています。そ

して、現在、

も、過
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して、現在、狩猟採集に特化している人々で

も、過去はわかりません。アイヌの人たちも、

いろいろな冶金技術や機織りの技術をもって

いたという事実があり、私どものほうが勝手

に狩猟採集民と思いこんでいただけです.

それでは、狩猟採集民についてどのように

考えればよいのでしょうcいろいろな手立て

で暮らし、食べるものの選択の幅を広げて生

活をしている人たちであると私は理解してい

ます。彼らは遊動生活をしており1カ 所に定

住しません。また、その社会的な規範は、も

つ者もいなければ、もたざる者もいないとい

う平等主義が残っています。そこが私たちと

は違う点です.

そのような地域で出土する狩猟採集民の石

器はかぎられた機能しかもっていないため、

飛び道具や槍などをどのように製作したかと

いうことに疑間を抱き、ラロ貝塚の発掘 pl・l杢

にかかわることとなりました。調査をイ」
1っ て

いると、狩猟採集民のところに麓から人がき

て「猪をとってきてくれJ「散弾銑のJlを もっ

てきたから、鹿をとってくれJと 頼みにきま

す。このような関係が、古 くから農耕を営ん

でいる人たちと狩猟採集を行っている人たち

の間にあつたのではないかと考えました。

この相互関係が形成される歴史的なプロセ

スを再構築するためには、どのような調査が

必要でしようか。現在、

5okm× 50kmの範囲内

に分布する遺跡を lヵ

所ずつ発掘 し、遺跡の

立地と、立地が異なる

遺跡間でどのような遺

物を共用 しているかと

いったことから山地と

平地の人々の相互関係

を考えています。ただ

し、一生かかってもこ

の発掘調査は終わらないと思います。これま

でに発掘調査が行われたのは、7遺跡 H力 所

です。これらはその
′
FL格 によって、河岸の貝

塚遺 l1711・群、同じく河岸の伸展葬墓群、河岸石

灰岩台地上の貝塚、そして石灰岩丘陵 [1の洞

穴貝塚に区分することができます.

カガヤンl:l流域の員塚群の特徴

カガヤン川の流域には驚 くほど大きな員塚

が多数ありますが、そのなかで規模が最大の

ものは、 長さ 500m、 中冨100m、 '果 さ2mに も
lltび、東南アジア屈指の規模をもっている貝

塚です。

一方、私は山地に分布する遺跡にも興味が

あります。山地でもっともわかりやすく、調

べやすいのは洞穴の遺跡です。しかし、熱帯

雨林では遺跡を見つけることは容易ではあり

ません。そこで、地表面が露出している場所

を探 し、地表に土器のかけらや石器が落ちて

いないかどうかを確認 して探しています.

ちなみに、現在、フイリピン諸島は7,000以

上の島々で構成されており、多くの民族が住

んでいます。ただし、もともとはフィリピン

人と呼ばれる人々は存在 しません。マゼラン

によリフイリピン諸島が |‖f界に知られるよう

になったころに、フイリピン人と呼ばれてい

た人たちは、フイリピンで生まれたスペイン

図 1 カガヤン川 (口絵カラー参照 )
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図4 カタヤワン貝塚の岸辺 (口絵カラー参照 ) 図 5 貝層の上に家が建つ

れています。

ちなみに、川幅がも

っとも狭い、幅 200m

のところに日本の援助

で吊り橋が建設されて

います。

ラロには 1595年 と

いう銘のある極東で最

古の鐘のひとつがあり

ます。フィリピンには

あと2つ古い鐘があり

ますが、それらの年代

もやはり1595年 です。

1521年 にマゼランが到

来し、マニラがスペイ

ンによるフィリピン経

図 6 河岸段丘上の貝塚

営の中心になるのは1572年で、この年、1595

年にスペイン軍はカガヤン川河口まで進出し

ています。ラロはフイリピン諸島北部の植民

地経営の拠点になった場所で、当時、大司教

座などが設置されましたが、その後、拠点が

ほかへ移り、周辺的な存在へとかわってぃき

ます。

この地域では、現在でも貝を採集し、村の

川べりには員を採取する人たちのボートがた

くさんあります (図 4)。 また、貝塚の上に家

が建っています (図 5)。 日本の貝塚の表面は

土で、貝塚の上に家が建っていることは想像

することもできません。深度が2m以上もある

貝層が500mほ ど続いています (図 6)。

ラロ貝塚からは貝製と土製のリンリンオー

と呼ばれる耳飾りが出土しました (図 7、 8)。

このリンリンオーは、大陸との海を越えた交

流を示しています。ラロ貝塚はルソン島のも

っとも北のカガヤン州にあり、ハート型の土

製のペンダントは、カガャン川流域で2,000年

以上前の貝層から発掘される特徴的なもので、

カガヤン州のシンボルに使われています。
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ないため、コンパネを張って調査を進めてい

ます。まっすぐ掘ることが非常に困難です。

地形測量をしたところ高さが 3.5mあ りまし

た。そこで、「3.5m掘れば地面に達するよJと

いっていましたが大間違いでした。さらに掘

っても、地面はまったく現れませんでした。

最終的な深度は5.5mで した。

5.5mの 深さの貝塚から土器が出土しました

(図 10)。 赤色スリップが塗られ、櫛歯を押し

つけた文様が特徴的な土器です。

ちなみに、現在、日本でもっとも深度が深

い貝塚は、東京都北区の中里貝塚で、それで

も4.5mです。

員塚での発据調査法

現在、貝を採っている人がもっとも多い川

辺の村に、最大規模の貝塚があります。川の

深さは5～ 7mほ どで、川岸は段丘状になって

います。そこをまっすぐ掘 り下ろすと、貝層

の堆積状況がわかります。ここを 1986年 に発

掘し始めました。この 80年代に、貝の廃棄を

復元する調査が日本の縄文時代の貝塚で始ま

りました。それと同じ方法で復元 しようとい

うことで、現在、九州大学大学院の小池先生

に参加してもらい行いました。

小池先生はかつて、秋田県の菖蒲崎貝塚の

40cmの貝層を1枚ずつはがし、そのたびに表

面を写真測量しながら、40cmで 32層 を検出

し、それをもとに、1回の廃棄がどのようにな

るか調査されています。

それと同じことをラロ貝塚でも行ってみよ

うという無謀なことを計画したわけです。深

さが23mだとどこまで発掘できるか心配しな
がら、はしごを組んで、手の届く範囲、lm×

2mを掘ってみました (図 11)。 考古学では平

面的に土をみながら、色が違う部分、穴、住

ざ
・
図 10
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マガピット出土有文赤色スリップ土器 (BI) 図 11 やぐらを組んで貝層はがし
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2m以上、直径 100mほ ど貝が堆積しています.

水田のなかに忽然と現れています。ここから

も土器は出土しませんが、2点ほどの石器を拾

いました (図 13)〔 ,

そこからさらに水出が 5kmほ ど続き、山の

ほうに石灰岩の台地があり洞穴遺跡がみられ

ますcさ らに西側の対岸にも貝層がみられま

す.現在は員を採つていませんが、かつては

員を採っていたと思います。貝塚の間にシル

ト層がありますが、 これは、あるとき大きな
洪水があったこと、その前にも貝を採ってい

たことを表 しています (図 14)。

1986年の台風のある日、なにか遺物が発見

できるのではと期待 していたところ、地 ドの

小さな水脈を中心として川へ水が流れており、

土が落ちているところから頭蓋骨がたくさん

出上 している場所を発見しました。そこは墓

地だと気づき発掘 したところ、上からは、貝

層と一緒に黒い土器が、 Fか らは赤いt器が

出土 しました。そして、員層が現れない時期

に、すでにそこに人が住んでいた痕跡が認め

られました。員を採っていた場所と同じ場所

に住んでいても、前は貝が現れず、層が新 し

くなると貝が現れますこそこで、この川の環

境変化を調査する必要があります。

図 8で、最初に紹介した耳飾は、上のほう

が欠けていますが、貝層の下のレベルから出

土しました。

また、日中先生が発掘 した貝塚では 16世紀

ころの中国製の陶磁器が地表両から2m以 上

下から出土 しました。この貝塚は、わずか 4、

500年 しかたっていないということになりま

す。

貝塚は、有機物が溶けにくいため、動物の

骨や魚の骨、植物の種子が残っている可能性

が高いことから、掘 りだした土を洗つてみる

必要があります。

図 14 シル ト層の間層がはいる貝層 (サ ンロレ
ンソ貝塚 )

現在の員採集法

山に狩猟採集民がいるのと同じように、現

在の調査地でも、員を採っている人たちがい

ます.その人たちの員の採 り方、食べ物を調
べてみましたc貝 は、三角形の籠のようなも

のを川底に沈めて採 ります。これは籐で編ん

でつくられていて、このことからfl金がない

時代には、籐を用いていたことがわかります。

1合にのり、竹で編んだ屋根のようなものを

船に対 して直角にして水中にいれます。待っ

ている間はタバコを吸つていればよく、気持

ちのよいものです。日本各地で同じような貝

の採 り方がみられますが、鹿児島では一生懸

命漕いでいます。あるロラロを訪れた鹿児島

の人がこの様了をみたとき「こっちのほうが頭
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図 18 黒色無文土器 (B■ )

図 17 黒色有文土器 IB I)

これらの遺物のほとんどは貝層中から出十し

ますが、赤色スリップ無文土器は河岸貝塚貝

層の ドのシルト層から出土 します。これらの

土器群にはいずれも方角石斧が共伴 します。

年代は赤色スリップ有文 11器 を出十する遺跡

で約 B P 3000年 、黒色十器Ⅱを出十する遺跡

から約 B P 1000年 というHC年代値がえられ

ています。黒色十器Ⅱは仲展葬墓の副葬品と

して、ガラス製ビーズとともに出上 します。

貿易磁器は、16ヽ 17世紀に属する福建、広

東製青花の碗と皿を中心として、伸展葬墓群

の副葬品として出十しますご

洞穴遺跡は現在まで lヵ 所のみの発掘です

が、河岸段丘の貝塚遺跡と同じ員種 (淡水産

の三枚貝)で構成された貝層中から赤色スリ

ップ無文土器とともにチヤート製示l片石器群

が出上 しています.ま た、洞穴内撹乱層のな

かからは方角石斧の刃割∫の再生景1片 もえられ

ています。

調査開始か喝10年間ほどは、貝塚遺跡の発

掘で景l片石器は検出されませんでした。しか

し最近になって、貝層下のシルト層にまで発

掘調査が及ぶようになり、赤色スリップ無文

十器群と同一の文化層から、わずかに数点で

すが、同一地点からまとまってチャー ト製剥

片石器が出土するようになりました (図 19)。

争     :     1    =    ξl i轟

鶉 釉鰊勒 癸 聰 儡:蜀

図 19 不定形剥片石器

その後、丘 F・/・地帯の「l.l査 を開始 して洞穴を

発掘すると、わずかな発掘面積に文」して多く

の剥片石器が出土 しました。これらのil局 石

器は洞穴内貝層中 {貝種は河岸段 F上の貝塚

の主要成分と司じ)か ら出111し ますが、赤色

スリップ無文十器と共伴 しています。河岸段

丘貝塚の員層下シルト層中から出上する赤色

スリップ無文十器は、洞穴と「]じ ように剥片

石器をともないますが、貝はともないません.

洞穴内で出 Lし た赤色スリップ無文土器力藩可

岸段 Fシ ルト層中の十器と同一時期とすると、

洞穴の貝はどこで採取されたものかが問題と

して残されています.

ラ爾量援のは墟鶴贔

最後に、なぜ川の環境が変化 したのかを、

生物学と自然科学、地質学の前田保夫先生に
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今から400年前のスベイン

の記録をみると、河日が l kin

lま ど伸びていることが観測さ

れていますc川 も削 りとられ

ていくように、貝塚の貝が削

|ヒ られて、川べ りに自然堆

f責 のような感 じになります。

員物こは、人工的に形成された

ごみ捨て場です。自然堆積と

思われるものは、確認されて

いません。

当初、考古学の人に「こん

なにたくさん堆積 してるのは

自然堆積、大量死ではないかJ

といわれたことがあ ります。

しかし、人工遺物が含まれて

おり、人の廃棄行動によって

形成されたことを確認するこ

とができます.

同じ緯度のベ トナ′、北部か

ら南へ移る地域に大きな貝塚

があり、そこからは上器が見

つかっていません。そのため、

自然に大量死 したのではない

かといわれています。地点ご

とによつて、遺物の出土する

ところもありますが、ラロ貝

塚は自然堆積ではないと考え

ています.

■ Q■

員の料理法として塩辛をあ

げられましたが、ほかにどの

ような食べ方をしていたので

しょっ力、

機 A磯

す魚J卜 は本斗テ里というより]」チ里

だと思います。それと、保存

のための力|1上です.卜1常的な

食事のおかずとして ll・l理 をす

るという意味であれば、焼い

ても、煮ても食べるれると思

います.しかし、貝を採って

いる人たちを調べていると、

採った員を現金にして、お米

や肉を買うと。ヽう商行為が中

′と、的な利用法です。日々、貝

を採って自家消費することは

現在ほとんど行われていませ

ん。売るために採っています。
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